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第
一
一の
人
生
を
楽
し
く
過
ご
す
コ
ツ
は

仕
掛
け
人
の
企
画
す
る
「男
性
講
座
」
で

夫
が
退
職
し
た
後
の
生

活
に
不
安
を
も
つ
女
性

の

強

い
味
方

、
と
も
言

え
る

か
も
し
れ
な
い
。
白
治
体

な
ど
が
主
催
す
る
各
地
の

「
男

の
生

き
方

講
座

」
の

企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
関
わ

り
、
受
講
者
か
ら
も
主
催

者
か
ら
も
大
好
評
。

「
女
性
と
違
っ
て
、
男
性

は
な

か
な

か
自

分

か
ら

『
教
え
て
』
と
言
え
な
い
か

ら
、
男
性
講
座
に
足
を
運

ば
な
い
ん
で
す
。
で
も
人
が

集
ま
ら
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
。
だ
か
ら
講
師
を
依

頼
さ
れ
た
ら
、
タ
イ
ト
ル
か

ら
企
画
内
容
、
チ
ラ
ンヽ
デ
ザ

イ
ン
、
広
報
と
全
部
関
わ
っ

て
い
き
ま
す
」
。

も
と
も
と
調
理
師
か
ら

始
ま
り
、
料
理
雑
誌

の
嘱

託

ラ
イ
タ
ー
、
喫

茶

店

の

開
店
指
導
、
教
育
や
メ
デ
ィ

ア
に
関
す
る
市
民
運
動
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

活
か
し
て
の
現
在
。

「
男
性
は
会
社
に
入
る

と
、
自
分
で
人
生
設
計
す

る
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
会

社
を
離
れ
る
と
自
立
で
き

な
い
人
が
多

い
。
人
生
再

設
計
を
支
え
る
の
も
、
地

域
の
役
割
な
ん
で
す
ね
」
。

今

回
、
菫
阜
中
市
で
行
わ

れ
る
の
も
、
企
画
か
ら
関

わ
り
、
講
師

の
ひ
と
り
と

し
て
参
加
す
る
団
塊

・ヽ
イ
一

ア
の
男
性
向
け
セ
ミ
ナ
ー
。

退
職
後
、

２。
年

以
上
あ
る

第
一
一の
人
生
を
充
実
し
て

過
ご
す
方
法
を
少
し
だ
け

教
え
て
も
ら
う
と
…
…
。

「ま
ず
は
、
仕
事
以
外
の

生

き
が
い
を
見

つ
け
る
こ

と
で
す
ね
。
生
き
が
い
と

は
結
局
、
人
間
関
係
欲
。

そ
し
て
、
一年
後
な
ど
、
期

間
を
限
定
し
て
目
標
設
定

す
る
。
具
体
的
に
は

『
自

分

』
『
家
庭
』
『
地
域
』
の

３
つ
の
領
域
で
、
し
た
い

」

と
を
考
え
ま
す
。
あ
と
は
、

セ
ミ
ナ
ー
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
（笑
ご

。

夫
や
父
親
に
ぜ
ひ
お
す

す
め
を
―

取
材

。文
／
大
岡
裕
子

褥―軋
「団塊・シエアのための、セカンドライフの

楽しみ方入門講座」講師

吉田清彦さん
よしだきよに

(尼崎市)

よしだ。きよひこ 調理師として飲食店で勤務後、喫茶店の

開店指導や料理雑誌の嘱託ライター、喫茶学校の講師など

として活躍。84年に「コマーシャルの中の男女役割を問い直

勇倉き餓 具r亀爵霧鶏 二沼ξふ看品筆事
で兵庫県男女共同参画審議会委員

吉田さんのセミナーは、ほとんど参
加者交流型。(写真提供/秋 田県
中央男女共同参画センター)

「団塊・シニアのためのセカンドライフの楽しみ方

入Fl講座～地域で自分の居場所をつくる～」

日時/3月 17日 (月 )10時 半～15時半

会場/とよなかインキュベーシヨンセンター

(阪急・大阪モル ール蛍池駅から西へlllllm)

参加費/2,lX10円 (お弁当代含む)

対象/おおむね50歳以上の方

申込みはTEL・ FAX・ メールにて (3/14締 切り)

(氏 名・住所。年齢・TELを明記ください)

TEL:06・6840‐ 1955 FAX:∞ <840・ 1922

メー ル 譲nfo@toyonaka‐incu.com

問合せ/TEL06・ 6840‐ 1955


